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令和 7 年度春季特別企画展 

潜入！ 江戸の浮世絵出版社 
 

2025 年 4 月 3 日（木）～6 月 15 日（日） 
 

浮世絵版画（錦絵）の企画・制作・販売を統括した、江戸時代の出版社・版元（地本問屋）に注目。
蔦屋重三郎（耕書堂）をはじめとする版元の仕事を掘り下げ、ヒット作を生み出すための販売戦略や出
版流通の様相を探ります。さらに、浮世絵師・歌川広重の画業を概観しながら、「めいしょ広重」をプ
ロデュースした主要な版元たちをご紹介します。 
商業出版物として大量生産された浮世絵の一側面に焦点を当てると共に、絵師・彫師・摺師による制

作のウラ側へ潜入！する展覧会です。 
 

【概要案内】 
展覧会名 | 潜入！ 江戸の浮世絵出版社 
会   期 | 2025 年 4月 3 日（木）から 6月 15日（日） 

前 期 4 月 3 日（木）から 5 月 6日（火・振休） 
後 期 5 月 10 日（土）から 6 月 15 日（日） 
※4月 22日（火）～5月 6 日（火・振休）は休まず開館 
※前後期で全点展示替えいたします 

休  館  日 | 毎週月曜日（ただし 4月 28 日、5 月 5 日はのぞく）、 
展示替え期間（5月 7日（水）から 9日（金）） 

開館時間 | 午前９時 30 分から午後５時（入館は午後 4時 30 分まで） 
観覧料金 | 一般 820 円（20 名以上の団体は 660 円） 

※18 歳以下無料 
※障がい者手帳をお持ちの方と付き添いの方 1名は無料 
※毎週水曜日はフリーウエンズデー、毎週金曜日はフリーフライデー（共に終日観覧無料）  
※毎月第１日曜日は「市民の日」で恵那市民に限り観覧無料 

会 場| 中山道広重美術館 展示室 1、2 （〒509-7201 岐阜県恵那市大井町 176-1） 
主 催| 恵那市、恵那市教育委員会、（公財）中山道広重美術館 
協   力| メ～テレ（名古屋テレビ放送） 
出品点数 |  約 156 点 

 

PRESS RELEASE 



2 
 

 
【本展の見どころ】 
見どころ① 潜入！ 江戸の浮世絵出版事情 
多色摺の浮世絵版画である錦絵は、版元（地本問屋）による指示の下、絵師・彫師・摺師の分業体制

で量産された商業出版物です。版元は、現代の出版流通における出版社、取次会社、小売書店という 3
者の仕事を一手に担っていました。本展は、蔦屋重三郎（耕書堂）をはじめとする版元たちに着目。約
156 点の浮世絵版画から、時流に敏感な版元たちの販売戦略を探ります。 
 
見どころ② 潜入！ 浮世絵師・歌川広重のサクセスストーリー 
 今や日本を代表する画家の一人として知られる歌川広重も、版元からの依頼を受け、コンセプトや制
作コストなどの意向に合わせて作画を手掛けていました。20 代のデビュー当初は役者絵や美人画を中心
としていましたが、30 代頃から風景画を任されるようになり、50 代には「めいしょ広重」として浮世絵
師番付の人気 3 位にランクイン。その成功の裏には、さまざまな版元との関わりがありました。本展で
は、出世作の「東海道五拾三次之内」（保永堂版）や最晩年の「名所江戸百景」などの代表作を通し
て、風景画家としての広重の足跡をたどります。 
 
見どころ③ 潜入！ 浮世絵制作のウラ側 
 当館 2階「浮世絵ナビルーム」の「重ね摺り体験コーナー」では、浮世絵版画の「摺り」の工程を、
摺師になりきって疑似体験できます（無料、要入館料）。本展会期中は、下記の作品を設置予定です。
美術館全体で、浮世絵の世界をご体感ください。 
【前期：2025/4/3～5/6】 
・喜多川歌麿「婦女人相十品 ポッピンを吹く娘」版元：蔦屋重三郎（耕書堂） 
・葛飾北斎「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏」版元：西村屋与八（永寿堂） 
・歌川広重「名所江戸百景 浅草金龍山」版元：魚屋栄吉 
【後期：2025/5/10～6/15】 
・東洲斎写楽「三代目大谷鬼次の江戸兵衛」版元：蔦屋重三郎（耕書堂） 
・葛飾北斎「冨嶽三十六景 凱風快晴」版元：西村屋与八（永寿堂） 
・歌川広重「冨士三十六景 さがみ川」版元：蔦屋吉蔵（紅英堂） 
 

【関連イベント】 
担当学芸員による作品ガイド 
日 時|  前期 4 月 20 日（日） 後期 6 月 1日（日） 

両日ともに午前 10 時 30分から約 40 分程度 
場 所|  展示室１、２ 
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【主な出品作品】  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
上左：三代歌川豊国「今様見立 士農工商 職人」［前期出品］ 

魚屋栄吉 メ～テレ（名古屋テレビ放送）蔵 
上右：勝川春朗（葛飾北斎）「新板七へんげ 三階伊達の姿見 市川八百蔵」［前期出品］ 

蔦屋重三郎（耕書堂） メ～テレ（名古屋テレビ放送）蔵 
下左：歌川広重「東海道五拾三次之内 由井 薩埵嶺」［後期出品］ 

竹内孫八（保永堂） 中山道広重美術館蔵 
下中：歌川広重「冨士三十六景 さがみ川」［後期出品］ 

蔦屋吉蔵（紅英堂） 中山道広重美術館蔵（田中コレクション） 
下右：歌川広重「名所江戸百景 堀切の花菖蒲」［後期出品］ 

魚屋栄吉 中山道広重美術館蔵（吉村コレクション） 
 
 
 

【お問い合わせ】 
中山道広重美術館 担当：常包美穂（学芸係） 
TEL／FAX 0573-20-0522／0573-25-0322 
E-mail staff@hiroshige-ena.jp（学芸共通） 

中山道広重美術館公式 HP 


